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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮空気供給源と、圧力下にある潤滑オイル供給源と共に動作可能な、編機用のオイル
噴霧式潤滑システムであって、
　該潤滑システムは、
　ａ．　前記圧縮空気供給源から圧縮空気を受け取って、空気流内の水分を低減する空気
流フィルタと、
　ｂ．　前記空気流を制御するバルブと、
　ｃ．　前記空気流の選択した圧力を設定する第１レギュレータと、
　ｄ．　前記オイル供給源からオイル流を受け取って、当該オイル流の選択した圧力を設
定する第２レギュレータと、
　ｅ．　選択したパルス周波数で前記オイル流を吐出するパルスタイマと、
　ｆ．　オイル入口部および空気入口部ならびに複数のオイルダクトを備えたオイルチャ
ンバを有するマルチポートオイルジェネレータとを有しており、前記オイルダクトはそれ
ぞれ、１つの入口部および１つの出口部を有しており、かつ、より孔直径の大きな１つの
空気ダクト内に配置されており、当該空気ダクトは、前記オイルダクトと当該空気ダクト
との間の環状通路を取り囲みかつ当該環状通路を形成しており、
　前記潤滑システムはさらに、
　ｇ．　少なくとも１つの吐出ノズルを有しており、
　前記圧縮空気供給源からの圧縮空気は、前記空気流フィルタと、前記バルブと、前記第
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１レギュレータとを通って流れ、空気がフィルタリングされ、圧力制御されて、そこから
前記マルチポートオイルジェネレータの空気入口部に流れ、
　前記オイル供給源からのオイルは、前記第２レギュレータおよび前記パルスタイマを通
って流れて、そこから前記マルチポートオイルジェネレータのオイル入口部に流れ、前記
オイルダクトを通って流れ、
　前記マルチポートオイルジェネレータの空気入口部に入る前記空気流は、前記環状通路
内に流れ、
　前記オイルダクトを通る前記オイル流および前記環状通路を通る前記空気流は、混ざり
合って前記ノズルに流れて当該ノズルを通り、前記編機上に向けることが可能なオイル噴
霧を形成し、
　前記マルチポートオイルジェネレータは、ハウジングを有しており、
　当該ハウジングの下側壁部は、少なくとも１つのオイル入口部を定めるよう穿孔された
下部コインを形成し、
　前記ハウジング内において、前記マルチポートオイルジェネレータは、前記オイルダク
ト用の複数の第１開口部を定めるよう穿孔された、前記下部コインの上にある中央部コイ
ンと、前記空気ダクトを前記オイルダクトと共に収容する、前記第１開口部よりも大きな
複数の第２開口部を備える上部コインと、を有しており、
　空気流が前記オイルダクトの前記出口部においてオイル流を連行して当該オイル流を前
記ノズルに向かわせる、
　ことを特徴とする、編機用のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項２】
　前記オイルダクトの前記出口部および前記空気ダクトの出口部は、前記ハウジングの外
側に配置されており、
　前記オイルダクトの前記出口部および前記空気ダクトの前記出口部と流体接続可能な近
位端部と、前記ノズルの近位端部と流体接続可能な遠位端部とを有するフレキシブルチュ
ーブがさらに含まれており、
　前記フレキシブルチューブの前記近位端部は、（ａ）前記空気ダクトの前記出口部の外
側表面上に被せ嵌められておらず、前記オイルダクトの前記出口部の外側表面上に被せ嵌
められているか、または、（ｂ）前記空気ダクトの前記出口部の外側表面上に被せ嵌めら
れている、
　請求項１に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項３】
　前記オイルダクトは、金属性のチューブを含み、前記フレキシブルチューブは、プラス
チックチューブを含む、
　請求項２に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項４】
　前記ノズルは、近位端部および遠位端部ならびに１つの中央孔を備えた１つのチューブ
を有しており、かつ、前記中央孔は、
　（ｉ）　前記遠位端部に、近位に向かって延在する孔直径Ｄ３を有しており、
　（ｉｉ）　直径Ｄ１よりも小さくかつ直径Ｄ３の部分から近位に向かって延在する孔直
径Ｄ２を有しており、
　（ｉｉｉ）　直径Ｄ２よりも大きくかつ直径Ｄ２の部分から近位に向かって延在する孔
直径Ｄ１を有している、
　請求項１または２に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項５】
　前記ノズルの直径Ｄ１は、約０．０３インチ（＝０．７６２ミリ）であり、直径Ｄ２は
、約０．０２インチ（＝０．５０８ミリ）であり、直径Ｄ３は、約０．０４インチ（＝１
．０１６ミリ）である、
　請求項４に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項６】
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　前記フレキシブルチューブの前記近位端部は、（ａ）オイル流だけを受け取るために、
前記オイルダクトの外側表面上に被せ嵌められており、かつ、その少なくとも一部が前記
環状通路内に挿入されているか、または（ｂ）空気流およびオイル流の双方を受け取るた
めに、前記空気ダクトの外側表面上に被せ嵌められており、
　前記フレキシブルチューブの前記遠位端部は、前記ノズルの前記近位端部に嵌め合わさ
れている、
　請求項２または３に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項７】
　前記空気ダクトは、外側表面上に半径方向外側に延在する複数のかえし部を有しており
、
　当該空気ダクトのかえし部は、前記フレキシブルチューブの前記近位端部の内側表面に
しっかりと係止される、
　請求項６に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項８】
　前記ノズルは、その近位端部の外側表面に、半径方向外側に延在する複数のかえし部を
有しており、
　前記フレキシブルチューブの前記遠位端部は、前記ノズルの前記近位端部上に軸方向に
被せ嵌められ、
　前記ノズルのかえし部は、前記フレキシブルチューブの前記遠位端部の内側表面にしっ
かりと係止される、
　請求項６に記載のオイル噴霧式潤滑システム。
【請求項９】
　圧力下にある潤滑オイル供給源において、圧縮空気供給源と共に動作可能な噴霧式潤滑
システムにおいて、
　該潤滑システムは、
　複数の編機と、
　各前記編機に関連付けされた１つのオイル噴霧式潤滑装置と、各前記オイル噴霧式潤滑
装置に、圧力下にある潤滑オイルおよび圧縮空気を供給する管路システムとを有しており
、各前記オイル噴霧式潤滑装置は、
　ａ．　前記圧縮空気供給源から圧縮空気を受け取って、空気流内の水分を低減する空気
流フィルタと、
　ｂ．　前記空気流を制御するバルブと、
　ｃ．　前記空気流の選択した圧力を設定する第１レギュレータと、
　ｄ．　選択したパルス周波数でオイル流を吐出するパルスタイマと、
　ｅ．　前記オイル供給源から前記オイル流を受け取って、当該オイル流の選択した圧力
を設定する第２レギュレータと、
　ｆ．　オイル入口部および空気入口部ならびに複数のオイルダクトを備えたオイルチャ
ンバを有するマルチポートオイルジェネレータとを有しており、前記オイルダクトはそれ
ぞれ、１つの入口部および１つの出口部を有しており、かつ、より孔直径の大きな１つの
空気ダクト内に配置されており、当該空気ダクトは、前記オイルダクトと当該空気ダクト
との間の環状通路を取り囲みかつ当該環状通路を形成しており、
　前記潤滑システムはさらに、
　ｇ．　少なくとも１つの吐出ノズルを有しており、
　前記圧縮空気供給源からの圧縮空気は、前記空気流フィルタと、前記バルブと、前記第
１レギュレータとを通って流れ、その際に前記空気がフィルタリングされ、圧力制御され
て、そこから前記マルチポートオイルジェネレータの空気入口部に流れ、
　前記オイル供給源からのオイルは、前記第２レギュレータおよび前記パルスタイマを通
って流れて、そこから前記マルチポートオイルジェネレータのオイル入口部に流れ、前記
オイルダクトを通って流れ、
　前記マルチポートオイルジェネレータの空気入口部に入る前記空気流は、前記環状通路
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内に流れ、
　前記オイルダクトを通る前記オイル流および前記環状通路を通る前記空気流は、混ざり
合って前記ノズルに流れて当該ノズルを通り、前記編機上に向けることが可能なオイル噴
霧を形成し、
　前記マルチポートオイルジェネレータは、ハウジングを有しており、
　当該ハウジングの下側壁部は、少なくとも１つのオイル入口部を定めるよう穿孔された
下部コインを形成し、
　前記ハウジング内において、前記マルチポートオイルジェネレータは、複数の前記オイ
ルダクト用の複数の第１開口部を定めるよう穿孔された、前記下部コインの上にある中央
部コインと、前記空気ダクトを前記オイルダクトと共に収容する、前記第１開口部よりも
大きな複数の第２開口部を備える上部コインと、を有しており、
　空気流が前記オイルダクトの前記出口部においてオイル流を連行して当該オイル流を前
記ノズルに向かわせる、
　ことを特徴とする、噴霧式潤滑システム。
【請求項１０】
　前記オイルダクトの前記出口部および前記空気ダクトの出口部は、前記ハウジングの外
側に配置されており、
　前記オイルダクトの前記出口部および前記空気ダクトの前記出口部と流体接続可能な近
位端部と、前記ノズルの近位端部と流体接続可能な遠位端部とを有するフレキシブルチュ
ーブがさらに含まれており、
　前記フレキシブルチューブの前記近位端部は、（ａ）前記空気ダクトの前記出口部の外
側表面上に被せ嵌められておらず、前記オイルダクトの前記出口部の外側表面上に被せ嵌
められているか、または、（ｂ）前記空気ダクトの前記出口部の外側表面上に被せ嵌めら
れている、
　請求項９に記載の噴霧式潤滑システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連特許：本発明は、２０１３年１２月２０日に提出された米国暫定特許第６１／９１
９，１８４号明細書に優先権を主張するものである。
【０００２】
　Ａ．　発明の分野
　本発明は、編機用の潤滑システムの分野に関するものであり、特に編機の複数の編みエ
レメントにオイルを噴射するかまたは固形油滴を発射して、これらのエレメントを計量的
かつ制御的な仕方で潤滑する直接噴射潤滑システムに関する。
【０００３】
　Ｂ．　背景および従来技術
　本発明を特に適用することができる機械に含まれるのは、シングルニット編機、ダブル
ニット編機、丸編機およびフラットセータ編機、および頻繁に周期的な潤滑が必要な他の
数多くの機械である。現在使用されている機械のいくつかの例に含まれるのは、Mayer & 
Cie，Terrot，Fukuhara，Orizio，Vanguard，Pai Lungなどの商標で販売されている機械
である。
【０００４】
　上述の機械用の潤滑法に含まれるのは、Memminger Pulsonic Lubricators社による固形
滴パルス式潤滑装置およびマイクロ滴発射体式潤滑装置、ならびに、Memminger社の一部
門であるUniwave社によって販売されているミスト／噴霧式潤滑装置である。従来技術の
装置のいくつかの例は、さまざまな慣用の編機およびその潤滑油を示す添付の参照資料Ａ
，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｄ２およびＥに示されている。
【０００５】
　これらのシステムのうちの１つは、（２４ポートまでの）複数のポートから、プラスチ
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ック製または他のチューブによって接続された複数のノズルを通してオイルミスト／噴霧
を吐出する。このシステムは電気および圧縮空気を使用して噴霧を形成し、均一かつ安定
した流れで各ノズル出口部にオイルを分配する。
【０００６】
　第２のシステムは、同様にノズルおよびチューブを使用し、複数のポートを通して毎分
数回、オイルの固形滴のパルスを吐出する。このシステムは電気だけを使用するため、上
記の機能を実行するために圧縮空気を必要としない。
【０００７】
　これらの固形滴式およびミスト／噴霧式の潤滑システムは双方とも、不十分なおよび／
または改善され得る複数の機能を有する。
【０００８】
　（１）　いずれのシステムも、噴霧式潤滑および固形滴式潤滑の両タイプの潤滑を提供
することはできず、したがって共通コンポーネントがなく、それぞれの容積は小さく、単
位当たりのコストが高い、
　（２）　目詰まりが発生した場合、双方の潤滑システムは共に修理が困難である、
　（３）　Uniwave社のミスト／噴霧式潤滑装置は、比較的大量の圧縮空気を使用し、こ
の大量の圧縮空気は、大量の編機を備える工場ではかなりのコストになる、
　（４）　これらのシステムでは、集中型オイル供給源を使用することは実践的ではない
ため、各ユニットには専用のオイルタンクが必要である。
【０００９】
　これが、少なくとも６５年間にわたる編機の運用における状況であった。
【００１０】
　この産業分野内で認識されているのは、オイル滴式パルスシステムが、複数の編機エレ
メントに潤滑剤を均等に分配しないことである。噴霧式システムは、オイル分配作業をよ
り良好にこなすが、このシステムは、比較的大量の圧縮空気を使用し、これには高いエネ
ルギコストが伴い、かつ、圧縮空気システムには付きものの水分で潤滑剤が汚染され得る
のである。
【００１１】
　この産業分野では、（ａ）　工場環境内にある大量の編機の近傍において、空気および
環境に浸透するオイルミストは、人間の健康にとって危険であると共に不快であり、編み
製品を変色させるかまたはその他の損傷を発生させる、および、（ｂ）　空気中の塵埃ま
たは別の粒子を互いに凝集させて、機械類、床および人間の上に落下させ得る、などを含
めた複数の所定の問題がよく知られていた。
【００１２】
　公知の１つの解決手段は、オイル／圧縮空気流によって凝縮防止ノズルが使用される潤
滑システムを採用することであり、この凝縮防止ノズルは、サイクロンの回転を介してオ
イルをミストではなく小滴に再凝縮する。これによって周囲環境へのオイルミストの問題
は解決されるが、かなりのコストが加わってしまう。
【００１３】
　したがってこの産業分野には３０年以上もの間、解決手段があったのであるが、それは
コストのかかる解決手段であり、上記の固有の問題を扱うために別のまたはよりコストの
かからないアプローチが開発されているという既知の明証はなかったのである。この新し
い発明は、動作のコストを低減すると共に、噴霧式およびパルス式システムの双方の特性
を改善する「直接噴射」装置に関するものである。
【００１４】
　発明の要約および目的
　この新しい装置の第１の目的は、エンドユーザが噴霧式オイル潤滑かまたはパルス式オ
イル潤滑を選択できるようにし、かつ、いつでもこれらの２つのタイプの潤滑方式間で交
替できるようにすることである。
【００１５】
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　別の目的は、２つのタイプの潤滑装置を製造する際に複数の共通の部品を使用すること
によって製造コストを低減することである。
【００１６】
　さらに別の目的は、悪影響を一層及ぼすことがないような少量で水分がシステムを通過
できるようにすることである。
【００１７】
　さらなる目的は、「パルス限定」モデルを作製するための製造コストを低減することで
ある。
【００１８】
　別の目的は、ミスト／噴霧式潤滑に必要な圧縮空気の量を低減し、ひいては動作のため
のコストを低減することである。
【００１９】
　さらに別の目的は、複数の個別のオイル貯蔵槽を必須とするのではなく、複数の潤滑装
置用に１つの集中型潤滑源が設けられる実践的な仕方を提供することである。
【００２０】
　別の目的は、噴霧式およびパルス式潤滑の双方に対して１つのタイプのノズルを使用で
きるようにすることである。この新しいノズルは、現在の噴霧ノズルよりも安価になり得
る。
【００２１】
　さらに別の目的は、修理が必要な時およびこれが必要な場合に、一層簡単かつ費用がか
からずに修理ができるようにすることである。
【００２２】
　別の目的は、コストを含めた運用、ならびに、装置の動作およびこれらの装置を使用す
る工場の運用の効率および収益性を改善することである。
【００２３】
　別の目的は、さまざまな潤滑剤を使用することができる装置を提供することであり、こ
れらのさまざまな潤滑剤に含まれるのは、水分との混合によって汚染される場合に、詰ま
りを生じさせる傾向のある乳化剤を含有する潤滑剤タイプである。これにより、織物から
より容易に除去される潤滑剤が使用可能になる。
【００２４】
　（この明細書では「直接噴射」システムと称される）上記の新しい「直接噴射」システ
ムは、１つのユニットで上記の２つの機能を実行することができる。すなわち、各出力は
、ノズルおよびチューブ構成に依存して、ミスト／噴霧または固形のオイルとすることが
可能である。
【００２５】
　この直接噴射潤滑装置では、噴霧／ミストモードにおいて、圧縮空気からの水分が潤滑
オイルと混ざり合いにくい。
【００２６】
　パルス限定モデルでは、上記直接噴射ユニットは、今日のパルスユニットよりも製造コ
ストが少なくなる。
【００２７】
　複数の潤滑装置への集中型オイル供給源を使用する場合、上記の直接噴射システムは、
現在のシステムよりもコンパクトになり、小さな空間に取り付けることができる（各ユニ
ットにおける個別のオイルタンク供給源がない）。
【００２８】
　本発明によるパルス式潤滑を使用することにより、噴霧モード潤滑における大量の圧縮
空気体積および圧縮空気に伴う多大なエネルギコストが不要になる。択一的には噴霧モー
ドにおける使用により、潤滑剤の一様な分散が必要な場合にはこれが得られる。パルス限
定版で購入した場合、この新しいユニットの製造にはコストがあまりかからない。設計が
単純であることに起因して、この新しいユニットは、メンテナンスがあまり必要でなく、
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修理が必要な場合に修理が容易である。
【００２９】
　この新しい潤滑システムは、複数の構成形態に作製することが可能である。最も重要な
４つの構成形態は、
　１．　複数のノズルの各々からオイルを噴霧するかまたは圧力駆動の固形滴オイルを送
出することができる潤滑装置。各出力は、「オイルジェネレータ」から出力ノズルに延び
るプラスチックチューブの構成を変更するだけで噴霧式からパルス式にまたはこの逆に変
更することができる。この出力が圧力下で吐出されるという事実に起因して、潤滑剤は、
ノズルから少なくとも数インチのところに推進される。
【００３０】
　２．　固形オイル滴だけを吐出可能な潤滑装置。
【００３１】
　３．　上記のいずれの構成も、その個別の貯蔵槽からオイル供給物を受け取るかまたは
複数のユニットに供給可能な集中型供給源からこの供給物を受け取ることができ、この集
中型供給源では、個別の貯蔵槽が不要になる。
【００３２】
　４．　各ノズルは、各種の粘度を使用できるようにする特殊な設計のノズルである。空
気圧を２重量ポンド毎平方インチ（＝１３７８９．５パスカル）から１０ｐｓｉ以上に調
整することにより、低粘度および高粘度の潤滑剤を使用することが可能である。ノズル先
端部の専用の設計に起因して、このノズルは、出口点においてオイルを無駄にしたたらせ
ることなく、この先端部から数インチのところでオイルが吐出されるようにオイルを噴霧
することができる。この「したたらせることのない」固有の設計は、（先端部の軸方向内
側の）ノズルの内側の穴（孔）の直径が１インチの約０．０２０であり、ノズルのチップ
の孔の直径が１インチの約０．０４０であることによって得られる。この同じノズルはま
た、出口点においてオイルをしたたらせることなく、パルス式の固形オイル滴を適切にノ
ズルから出すことができる。
【００３３】
　噴霧モードにおいて、加圧されて投入されるオイルは、加圧された集中型供給源または
加圧されたオイル貯蔵槽から供給される。個別貯蔵槽モデルを使用する場合、フィルタリ
ングされた圧縮空気によってオイルタンクの加圧が行われる。オイルの送出は、パルスタ
イマによって制御されるソレノイドバルブによって制御され、このパルスタイマは、どの
程度の送出体積が必要であるかに依存して、１分当たり数回バルブをパルス状に開放する
ように設定することができる。オイルはつぎにゲージ付き圧力レギュレータに入るため、
オイル圧力を、オペレータが望む任意のオイル圧力に設定することができる。オイルはつ
ぎに、図面において「直接噴射オイルジェネレータ」と記した「直接噴射オイルジェネレ
ータ」のオイルチャンバに入る。
【００３４】
　本発明において使用される用語をよりよく理解するため、「霧」とは、その小滴が、金
属表面に付着するのではなく周囲環境内で空中浮揚状態にあるほどに小ささを有すること
であり、「ミスト」とは、固形表面に付着して空中浮揚しない程度の大きさのオイルの小
滴であるとする。本発明で開示した複数の実施形態のうちの１つでは、図２からわかるよ
うに、オイル貯蔵槽は、空気レギュレータの後段かつ時間制御のソレノイドバルブの前段
に配置されている。ノズルは、潤滑すべき編機部分に照準される、システムの最終点であ
る。複数のかえし部は、柔軟なフレキシブルチューブの一部分であり、このフレキシブル
チューブは、その近位端部がジェネレータの上部にはまり、その遠位端部がノズルに嵌め
合わされる。
【００３５】
　圧力が加えられたオイルパルスがソレノイドバルブによって放出されると、このオイル
は、オイルチャンバの上部においてチューブを強制的に上昇させられる。この金属製のオ
イルチャンバ出口チューブは一方向チェックバルブを有するため、吐出されたオイルは、
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オイルチャンバに戻ることはできない。チューブの出口においてオイルには圧縮空気（こ
の点における推奨空気圧は２～５ｐ．ｓ．ｉ．である）が合流する。この圧縮空気は、オ
イルジェネレータの空気チャンバによって供給され、かつ、外側のかえし部の内側から出
て、オイル／圧縮空気の混合物が、より大きな外側のかえし部の外側に取り付けられたプ
ラスチックチューブを通り、最終的にノズルを通って進むようにする（直接噴射出口部お
よび直接噴射オイルジェネレータおよびノズルと記された図を参照されたい）。直接噴射
オイルチャンバにおける推奨オイル圧力は約１０ｐ．ｓ．ｉ．である。オペレータが任意
またはすべてのノズルを噴霧式ではなくパルスオイル式とすることを望む場合、外側のか
えし部に位置しているプラスチックチューブは、内側のオイルチャンバチューブに取り付
けられるプラスチックチューブに取り替えられる。この内側のプラスチックチューブはま
た、圧縮空気の漏れをブロックするためのシールとして機能する。
【００３６】
　上記の直接噴射潤滑装置の「パルス限定」モデルは、オイルジェネレータの空気チャン
バに圧縮空気を準備するために使用される上記のフィルタ、ソレノイドおよび空気レギュ
レータが取り除かれていることを除いて噴霧式のものと同じである。この直接噴射潤滑シ
ステムは、歯車、チェーン、エスカレータ、石油掘削装置、織機などの計量された一定の
噴霧式または固形オイル滴式潤滑が必要な任意の応用に使用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１Ａ】共通の１つの圧縮空気供給源に接続された複数の編機を略示する工場の間取り
平面図である。
【図１Ｂ】図１Ａのオイル潤滑装置の拡大部分図である。
【図１Ｃ】本発明による新しい潤滑装置が潤滑剤供給源にどのように流体接続されるかを
示す流れの図である。
【図２】固形オイル滴式潤滑装置における複数のエレメントの概略図である。
【図３】オイルジェネレータの断面における部分概略正面図である。
【図４】噴射出力部かえし部の拡大概略図である。
【図５】オイルジェネレータの上部コイン、中央部コインおよび底部コインの拡大概略平
面図である。
【図６】オイルジェネレータ内の中央部コインを極めて大きく拡大した概略正面図である
。
【図７】ノズルの拡大概略正面図である。
【００３８】
　好適な実施形態の詳細な説明
　図１Ａには、空気ダクト４を介してコンプレッサ３から圧縮空気が供給される複数の編
機２を含む工場間取り図１が略示されている。ここには各編機２に必要なオイルを供給す
るオイル容器５も略示されている。
【００３９】
　図１Ｂには、それぞれ噴射ノズル７で終端している複数の吐出チューブ６を備えたオイ
ル供給潤滑装置５が略示されている。
【００４０】
　図１Ｃには、約９０ＰＳＩの圧縮空気の供給源１２を含む、本発明のオイル噴霧式潤滑
装置１０に対する流れの図が示されており、上記の空気は一般的に数パーセントの水分を
含有する。圧縮空気は、この圧縮空気を浄化しかつこの圧縮空気内の水分量を低減するフ
ィルタ１４を通って流れる。この圧縮空気はつぎに実質的にはオン／オフバルブであるソ
レノイド駆動バルブ１６に流れ、ここでこのソレノイド駆動バルブ１６は、このシステム
が編機の編機エレメントに潤滑噴霧を向けようとするときにはいつでもオンされる。上記
の空気は、このソレノイドから、はじめの約９０ＰＳＩの空気圧を２～１０ＰＳＩに減圧
する、または場合によっては選択した動作パラメタに依存して有利な２～５ＰＳＩに減圧
するレギュレータ（減圧弁）１８を通って流れる。この空気流はつぎにオイルジェネレー
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タ２０に流れ込む。
【００４１】
　このシステムにはまた、供給源２２からのオイルもあり、このオイルは一般的には図２
に示したような個別の貯蔵槽から、または１つの集中型供給部から約５ＰＳＩもしくはそ
れ以上で得られる。オイルはレギュレータ２４に流入し、ここでは圧力が上記の約５ＰＳ
Ｉもしくそれ以上から、好ましい動作圧力まで減圧され、そこからソレノイド駆動パルス
タイマ２６，２８に流入する。このタイマは、この例において、１秒の１０分の約２また
は３のような数分の１秒間続くそれぞれの開動作で毎分５回（１２秒ごとに１回）オイル
を吐出する。オイルはつぎにオイルジェネレータに流れ込み、ここでレギュレータ１８か
ら入った空気と混ぜ合わされ、以下でさらに説明するように複数の出力ノズル２９を通し
て噴霧として放出（吐出）される。
【００４２】
　図２には、オイルと混ぜ合わされる入力圧縮空気がない点で、上述した図１Ｃの噴霧式
潤滑装置１０と部分的に異なる固形オイル滴潤滑装置３０が略示されている。これに相応
してここにはレギュレータ２４Ｓの後段の供給源２２Ｓから、ソレノイド駆動のパルスタ
イマ２６Ｓ，２８Ｓに、さらに最終的にオイルジェネレータ３０Ｓおよびその出力ノズル
３２Ｓに進むオイルがある。
【００４３】
　図１Ｃのオイルジェネレータ２０および図２のジェネレータ３０Ｓは共通の機能を共有
しているが、図１Ｃのジェネレータ２０は、さらに以下で説明するようにオイルと圧縮空
気とを混合する。図３には、噴霧式潤滑装置または固形滴式潤滑装置に使用可能な直接噴
射オイルジェネレータ４０が略示されている。
【００４４】
　図３においてハウジング４２は、図１Ｃに示したレギュレータ２４からのオイルに一般
的に対応する約１０ｐｓｉのオイルを供給するオイル入口部４４を底部に有する。 オイ
ルジェネレータ４０のハウジング４２内には、本発明においてその構成に起因して「コイ
ン」と称される下部コイン４６と、中央部コイン４８と、上部コイン５０があり、ここで
はオイルチャンバ５２がそれぞれ、下部コイン４６と、中央部コイン４８との間で定めら
れており、これらのコインはパーティションまたは壁部と称することもできる。中央部コ
イン４８の上には、図３の空気チャンバ５６に流入する、または空気ダクトすなわちオイ
ルチューブ５８を取り囲む環状空間に直接流入する（図１Ｃのレギュレータ１８からの空
気流出力部に対応する）空気入口部５４がある。図３のオイルチャンバ５２からのオイル
は、出口部５８ａを備えたチューブ５８に流入するのに対し、空気チャンバ５６に流れ込
んだ空気は、上方に流れて、複数のオイルチューブ５８を取り囲む環状空間６０から出る
。さらに説明するように、各チューブ５８から流れ出るオイルは、（図１Ｃおよび２につ
いて上述したように）滴の形態にパルス化されており、この滴が外部に吐出される。これ
に対し、以下でさらに説明するように、この小滴を取り囲んで各出口ノズルに運ぶ、環状
空間６０のチューブ状の空気の流れがある。下部、中央部および上部コイン４６，４８，
５０は後で説明する。
【００４５】
　図４には、図３のオイルジェネレータの上部から延びる複数のオイルおよび空気流ダク
トが示されている。図７には、延長チューブ９０の上端部に位置しているノズル８２が示
されており、この延長チューブにより、ノズル８２が図４の空気およびオイル出力ダクト
に接続され、この空気およびオイル出力ダクトは図３の上部の出力部に対応する。拡大図
である図４には噴射出力部７０が示されており、この噴射出力部には、オイル７５をノズ
ル８２に運ぶ１つの中央孔７３を備えた小さな中央オイルチューブ７２が含まれている。
これについては図７を参照されたい。内側チューブ７２を取り囲んでいるのは、外側空気
チューブ７６であり、この外側空気チューブは、内側チューブ７２と外側チューブ７６と
の間の環状空間６０を有する。この環状空間６０は、前の図３に示されている。前述のよ
うに環状空間６０は、圧縮空気が流れる流れチャネルである。外側チューブ７６の外面に
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は、図４のように複数のかえし部８０が設けられており、これらのかえし部は、この外側
チューブ配置構成体７６を結合部９０の端部に固定するように機能する。ここでの結合部
９０は、外側チューブ７６を取り囲みかつノズル８２に続いている。これらのかえし部８
０は、一般的に円板または傾斜したワッシャであり、これらが挿入されるプラスチックチ
ューブの孔表面に摩擦によってかつ封止するように嵌め合わされる。図３および４からわ
かるように結合部９０は、外側チューブ７６上および複数の嵌合かえし部８０上をスライ
ドする下側の端部を有する。ノズル８２は、結合チューブ９０の上端部にこれを封止して
これに嵌め合わされる複数のノズルかえし部９４を有する。
【００４６】
　図３には、オイル吐出の異なる２つのモードが示されている。すなわち、（ａ）この図
において左側のＩ，IIおよびIIIによって示された３つの出力チューブ組立体によって空
気／オイル噴霧が提供され、（Ｂ）右側のIVによって示された外側チューブ組立体によっ
てオイル小滴だけ提供される。なぜならばここでは空気流がブロックされているためであ
る。パルスオイルモード用の右側の出力部に対し、プラスチックチューブ９０の下側端部
９０Ｌは、環状空間６０内に位置しており、これによって空気流をブロックして妨げるた
め、オイルだけがノズル８２を通して吐出される。したがってこのオイルジェネレータは
、この図の左側のＩ，II，IIIに示したノズル接続によって噴霧モードで動作させること
ができるか、またはこの図の右側のIVに示したノズル接続によって固形オイル滴モードで
動作させることができる。オペレータは、ジェネレータのすべてのノズルを噴霧モード用
に設定するか、またはすべてをオイル滴モードに設定するか、またはこれらの任意の組み
合わせを設定するかを選択することができる。したがってさまざまな状況に対し、複数の
ノズルと共に単一のジェネレータ設計を使用することができ、例えば綿糸では、オペレー
タは、コストのかかる圧縮空気の使用を不要にするため、パルスオイル小滴を好んで使用
するか、または織物の着色を回避するため、ナイロン糸に噴霧を使用することができる。
【００４７】
　図５には、上部コイン５０と、中央部コイン４８と、下部コイン４６の拡大平面図が示
されている。これらの３つのコインの各々は、さまざまな孔によって孔開けされた円板形
状を有し、各コインはＯリングによってシーリングされている。ロック保持リング４６Ｒ
および５０Ｒは、ハウジング内に下部コインおよび上部コインを固定する。
【００４８】
　ここで図５に戻ると、上部コイン５０および中央部コイン４８は、同じ孔パターンを有
しており、これらの孔パターンを通して、同様に図３に示されている１４個のチューブ５
８が位置決めかつ支持される。異なる個数のオイルチューブに対しては別の孔パターンも
可能である。底部コイン４６は、中央の開口部４６Ａを有しており、図３からわかるよう
に、オイル入口パイプを収容するために孔が通されている。コイン４８および４６は、肩
部に上向きに挿入されかつロックリング４６Ｒによって固定されており、コイン５０は、
肩部に下向きに挿入されかつそのロックリング５０Ｒによって固定されている。
【００４９】
　図６は、中央部コイン４８および図３に示されている典型的な１つのオイル流チューブ
５８の拡大正面図である。チューブ５８には、オイルが上向きに流れるようにし、かつ、
任意の逆方向下向きの流れを妨げる一方向チェックバルブ６２が含まれている。便宜およ
び記述のため、ここに示したこの実施形態では、「上および下」という語を使用するが、
オイルジェネレータがこの方向に限定されることはない。
【００５０】
　オイルの滴が、内側チューブ５８からパルスで送出される場合、この滴は、図３の環状
空間６０または図４の環状空間７８を通る空気流と合流し、空気とオイルとの混合物が外
部に吐出される。結合チューブ９０は、外側チューブ７６の外径に沿っている。チューブ
７２，９０間の図４に示した環状空間７８を通過する空気流は、オイル滴がノズルに到達
して編機の複数のエレメントに吐出されるまで、このオイル滴を吹き進める。
【００５１】
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　内側チューブ７２からのオイル小滴は、おそらく約２～５ＰＳＩの低圧空気によって吹
き進められる。この低圧は、オイルをミストに分解することはない。なぜならばこの空気
は、ノズルに到達するまでプラスチックチューブの内壁に沿った層流を有し、このノズル
からは、空気／オイルの混合物が、ミストをまったく形成することなく、潤滑すべき機械
の部品に吐出されるからである。このことは、本発明によって達成される複数の主要な成
果のうちの１つである。
【００５２】
　出力ノズルが、直接噴射オイルジェネレータまたは噴霧式潤滑装置の上部において延在
するプラスチック供給チューブから空気／オイル混合物または固形オイルを受け取る場合
にもこの出力ノズルはなお適正に動作する。このノズルが固形オイルを受け取る場合、パ
ルス周期の時刻に小滴を吐出する。ノズルが空気／オイル混合物を受け取る場合、ノズル
においてオイルがしたたることなくかつオイルが噴霧にまったく分解されることなく、ノ
ズルから数インチのところに出力が吐出されるように、このノズルによってオイルが吐出
される。オイルは、ノズルの入口部に固形オイルとして分解されずに到達し、かつ、この
装置において乱されずに、かつ、工場内の周囲空気を汚染し得るオイル噴霧を形成するこ
となく吐出される。
【００５３】
　さらに本発明の付加的な特徴は、出口ノズルの上部の形状に関する。直線的な（連続し
た孔直径）で形成された慣用のノズルの先端部にオイルが到達する場合、このオイルは、
空気が吹き込まれてミストになり、かつ／または、滴になり、所望のオイル小滴の形態で
は正しく吐出されないことが起こり得る。図７に示した新しいノズルにおいて、ノズル８
２は、孔直径Ｄ１（約０．０３０インチ（＝０．７６２ミリ）であるが、これよりもはる
かに大きい直径に変更し得る）を有し、この直径Ｄ１は、直径Ｄ２（約０．０２０インチ
（＝０．５０８ミリ））に低減され、この直径Ｄ２は、先端部において直径Ｄ３（約０．
０４０インチ（＝１．０１６ミリ））に拡大される。Ｄ３部分は、長さＬ３（約０．１２
５インチ（＝３．１７５ミリ）これよりも長いことも可能）を有し、Ｄ２＋Ｄ３部分は、
長さ（約０．１２５インチ（＝３．１７５ミリ））を有する。このことからオイル小滴を
運ぶ空気流は、Ｄ３部分においてわずかに拡がって低圧になるため、オイルは、ノズル先
端部においてしたたり落ちずに、小滴状のままになる。前述のように、Ｄ２直径部分とＤ
３直径部分との間で圧力は降下する。また、上述のように、このことは、ノズルからのオ
イルのしたたり落ちと、高価な潤滑剤が浪費されてしまうというマイナスの結果を回避す
るための重要な成果である。
【００５４】
　本発明をここまで概念的かつ好適な実施形態において示して来たが、当業者は、ここに
示した発明の概念内でさらにさまざまな変更を行い得る。
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